
1

　
♪
雲
は
湧
き
光

溢
れ
て
天
高
く
純

白
の
た
ま
今
日
ぞ

飛
ぶ
…
お
馴
染
み

全
国
高
校
野
球
選

手
権
大
会
歌
の
歌

い
出
し
で
あ
る
。

　
高
校
野
球
経
験
者
な
ら
誰
も
が
目

指
し
た
甲
子
園
。
厳
し
い
練
習
に
耐

え
、
試
合
に
勝
ち
続
け
た
チ
ー
ム
の

み
が
勝
ち
取
る
場
所
で
あ
る
。
と
は

い
え
、
私
が
甲
子
園
で
活
躍
し
た
か

と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
く
、
た
だ

の
野
球
好
き
で
あ
り
、
永
遠
の
あ
こ

が
れ
の
場
所
で
も
あ
る
。

　
７
月
に
は
地
方
予
選
が
始
ま
り
、

我
が
母
校
の
野
球
部
を
応
援
す
る
。

こ
れ
が
楽
し
み
な
の
で
あ
る
。こ
の
時

だ
け
は
あ
の
頃
の
熱
い
気
持
ち
を
思

い
出
す
。実
際
に
球
場
に
行
っ
て
応
援

す
る
場
合
も
あ
る
が
、
新
聞
紙
面
で

結
果
を
知
る
こ
と
が
多
い
。そ
れ
を
見

て
一
喜
一
憂
し
、
単
純
に
野
球
好
き
の

オ
ヤ
ジ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
年
の
夏
は

ち
ょ
っ
と
違
う
。
野
球
部
に
所
属
す

る
息
子
が
高
校
２
年
生
に
な
り
、
ベ

ン
チ
入
り
が
叶
え
ば
、
応
援
の
優
先

順
位
が
我
が
母
校
か
ら
息
子
へ
と
変

わ
る
の
で
あ
る
。
勝
手
な
も
の
だ
と

思
い
つ
つ
、野
球
好
き
か
ら
親
バ
カ
に

な
り
、
そ
の
力
を
発
揮
す
る
の
で
あ

る
。
息
子
よ
、
♪
あ
あ
栄
冠
は
君
に

輝
く
〜 

（
編
集
委
員
Ｍ
・
Ｈ
）
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保
育
所
を
利
用
し
て
い
な
い
家
庭
・
子
ど

も
向
け
の
メ
ニ
ュ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
山
縣
氏
は
、
こ
れ
か
ら
の
15
年
は
幼
保

の
再
編
成
時
期
で
あ
る
と
指
摘
。「
今
日
で

は
保
育
に
欠
け
る
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

全
て
子
ど
も
を
視
野
に
入
れ
た
体
制
づ
く

り
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
」「
子
育
て
支

援
は
、
出
産
後
で
は
な
く
、
マ
イ
ナ
ス
１

歳
（
出
産
前
）
か
ら
の
支
援
が
大
事
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

 

３
分
の
１
の

 

保
護
者
が
孤
立

　「
相
談
事
例
を
通
じ
て
知
る
―
家
庭
福

祉
の
状
況
」
の
テ
ー
マ
で
、
大
阪
府
立
大

学
人
間
社
会
学
部
教
授
の
山
野
則
子
氏
が

　育児相談員の認定を受けるための必須研修である「第一期研修」が、６月
からスタートしました。
　カリキュラムの改訂に伴い、受講定員を大幅に増やしたこともあり、申し込
みいただいた209カ園の249人すべての方に参加いただくことができました。
６月は10日間あるカリキュラムのうち、１日目と２日目が開催されました。

新しくなった地
（ ス マ イ ル サ ポ ー タ ー ）

域貢献支援員
養成研修スタート

 

子
育
て
支
援
は

 

マ
イ
ナ
ス
１
歳
か
ら

　「
保
育
の
動
向
と
子
育
て
支
援
課
題
」の

テ
ー
マ
で
、
関
西
大
学
人
間
健
康
学
部
教

授
の
山
縣
文
治
氏
が
講
演
。

山野 則子氏

山野先生（中央）と事例を検討する様子

山縣 文治氏

講
演
。

　
現
在
の
親
の
実
態
に
つ
い
て
、
調
査
結

果
か
ら
説
明
。
約
３
分
の
１
の
保
護
者
が

「
近
所
で
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
に
つ
い
て
話

を
す
る
人
が
い
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
、
孤
立
し
て
い
る
中
で
子

育
て
を
し
て
お
り
、
人
と
の
つ
な
が
り
を

求
め
て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

育
児
負
担
感
が
不
適
切
な
養
育
に
つ
な
が

る
関
係
性
に
つ
い
て
、「
保
育
園
は
（
孤

立
す
る
）
３
分
の
１
の
層
に
対
し
て
幅
広

く
、
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
。
保
育
士
か
ら

保
護
者
に
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ

と
で
負
担
感
が
減
り
、
不
適
切
な
養
育
の

防
止
に
つ
な
が
る
」
と
保
育
園
へ
の
期
待

も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
課
題
の
あ
る
事
例
へ
の
対
応
、

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、
相
談
や
つ
な

ぎ
を
行
う
関
係
機
関
の
「
強
み
（
で
き
る

こ
と
・
し
て
も
ら
え
る
こ
と
）」
と
「
弱

み
（
で
き
な
い
こ
と
・
し
て
も
ら
え
な
い

こ
と
）」を
知
っ
て
お
く
こ
と
の
重
要
性
を

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
育
所
の
移
り
変
わ
り
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
15
年
ご
と
に

変
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
。

１
９
６
０
年
か
ら
の
15
年
間

は
、
保
育
所
が
急
増
し
た
時
期

で
、
１
９
７
５
年
以
降
は
休
日

保
育
や
延
長
保
育
な
ど
基
本
利

用
者
の
上
乗
せ
メ
ニ
ュ
ー
が
ス

タ
ー
ト
し
た
15
年
間
で
し
た
。

１
９
９
０
年
か
ら
は
一
時
保

育
、
園
庭
開
放
な
ど
、
日
頃
は
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あ
ら
た
に
２
つ
の

グ
ル
ー
プ
が
始
動

　
調
査
研
究
委
員
会
は
、
委

員
会
全
体
で
の
活
動
と
と
も

に
、
委
員
会
内
に
小
グ
ル
ー
プ

を
設
け
、
多
様
な
課
題
に
対
し

て
調
査
・
研
究
が
で
き
る
体
制

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
小

グ
ル
ー
プ
編
成
は
毎
年
、
課
題

や
状
況
に
合
わ
せ
て
見
直
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
度
に
つ
い
て

は
新
た
に
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
各
グ

ル
ー
プ
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
新
）
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
啓
発
Ｇ

　
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
に
よ

る
事
故
の
予
防
に
向
け
て
の
啓

発
活
動
を
目
的
に
、啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
作
成
を
目
標
に
活
動
し
ま
す
。

（
新
）
保
育
運
営
Ｇ

　
次
世
代
の
保
育
を
と
り
ま
く

制
度
や
環
境
を
見
据
え
、
今
後

求
め
ら
れ
る
保
育
園
像
を
模
索

す
る
活
動
を
進
め
る
予
定
で
す
。

引
き
続
き
活
動
を

行
う
グ
ル
ー
プ

資
料
編
纂
Ｇ

　
市
町
村
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
っ
て
就
学
前
児
童
数
や
各

市
町
村
の
補
助
金
制
度
な
ど
を

調
査
し
た
資
料
集
の
発
行
を
進

め
て
い
ま
す
。

保
育
お
お
さ
か
と
の
連
携
Ｇ

　
調
査
研
究
委
員
会
の
活
動
を

こ
の
紙
面
な
ど
を
通
し
て
お
伝

え
し
て
い
き
ま
す
。
紙
面
で
活

動
を
報
告
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
グ
ル
ー
プ
活
動
自
体
の
活

性
化
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

よ
い
子
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
Ｇ

　
年
々
、
機
能
が
向
上
し
て
い

く
よ
い
子
ネ
ッ
ト
の
シ
ス
テ
ム

を
各
保
育
園
で
さ
ら
に
活
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
啓
発
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

労
務
管
理
研
究
Ｇ

　
労
働
関
連
の
法
令
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
労
務
管
理
の
研
修

を
企
画
、実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
も
実
り
の
多
い
活
動
と

な
る
よ
う
に
、
調
査
研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

 

（
調
査
研
究
委
員
会
Ｈ
・
Ｓ
）

　「
大
阪
発
〝
地
方
分
権
改
革
〞

ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
き
、平
成
22

年
度
か
ら
特
例
市
並
み
の
権
限

事
務
の
移
譲
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
23
年
度
ま
で
に
６
市

４
町
１
村
が
移
譲
。
中
核
市
に

移
行
し
た
豊
中
市
は
４
月
か
ら

移
譲
済
み
で
、
今
年
度
11
市
１

町
が
移
譲
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
今
後
、
権
限
移
譲
が
進
展
す

る
中
で
、
各
市
町
村
間
で
の
指

導
内
容
・
指
導
基
準
の
相
違
点

や
、
指
導
・
監
査
な
ど
に
対
す

る
疑
問
な
ど
が
増
え
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。

　
法
人
・
施
設
に
お
け
る
混
乱

や
保
育
の
質
の
低
下
を
招
か
な

い
よ
う
、
ま
た
よ
り
良
い
保
育

内
容
を
目
指
し
て
、
監
査
な
ど

の
問
題
に
対
応
す
る
委
員
を
各

　
こ
れ
ま
で
も
、
第
三
者
評
価
や
労
務
管
理
研
修
、
よ
い
子

ネ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
調
査
研
究
委
員
会
の
活
動
を
、
こ
の

紙
面
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
新
年

度
の
調
査
研
究
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

多
様
な
課
題
に
対
し
て
調
査
・
研
究

―
―
保
育
部
会
調
査
研
究
委
員
会

  より良い保育を目指し、
 相談・支援体制を構築
 ―権限移譲に対する取り組み

ブ
ロ
ッ
ク
に
新
た
に
設
置
し
、

各
市
町
村
・
各
ブ
ロ
ッ
ク
単
位

で
の
相
談
・
支
援
体
制
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。

　
会
員
保
育
園
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
保
育
部
会
の
各
市
町
村
常

任
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

各
常
任
委
員
よ
り
助
言
・
支
援
、

行
政
と
の
調
整
な
ど
を
行
い
ま

す
。
常
任
委
員
が
対
応
（
解

決
）
で
き
な
か
っ
た
件
に
つ
い

て
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
に
相

談
・
報
告
し
ま
す
。
ま
た
各
ブ

ロ
ッ
ク
委
員
で
対
応
（
解
決
）

で
き
な
か
っ
た
件
は
、
部
会
の

担
当
役
員
に
相
談
・
報
告
し
、

必
要
が
あ
れ
ば
大
阪
府
へ
の
照

会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

経
営
者
部
会

　
「
権
限
移
譲
検
証
Ｗ
Ｇ
」

 

と
の
連
携　

　
今
回
の
体
制
の
中
で
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
担
当
役
員
を
中

心
に
、経
営
者
部
会
の
中
に
設
置

さ
れ
た「
権
限
移
譲
検
証
ワ
ー
キ

ン
グ
（
以
下
、
検
証
Ｗ
Ｇ
）」
と

の
連
携
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
検
証
Ｗ
Ｇ
は
、
府
と
府

社
協
、
法
人
代
表
の
三
者
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
円
滑
な
権
限

移
譲
を
実
現
す
る
た
め
に
、
定

期
的
に
意
見
交
換
と
協
議
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

1 
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助言・支援 
行政との調整
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助言など

当該市町村

行政との調整

常任委員会 

報告・情報共有 

相談・報告

助言など

照会 

グループ名
資料編纂グループ
保育おおさかとの連携グループ
よい子ネットサポートグループ
労務管理研究グループ
（新）SIDS啓発グループ
（新）保育運営グループ
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平
成
23
年
度
春
、高
槻
市

南
部
地
域
に
開
園
の

深
沢
ガ
ー
デ
ン
保
育
園
は
、
住

宅
地
が
整
備
さ
れ
る
中
、
田
畑

や
淀
川
河
川
敷
公
園
な
ど
自
然

に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
に
あ
り

ま
す
。

　
保
育
園
の
隣
に
あ
る
ハ
ー
ブ

園
に
は
、
季
節
の
花
や
ハ
ー
ブ

が
咲
き
、
子
ど
も
た
ち
は
緑
の

中
で
の
び
の
び
と
遊
ん
で
い
ま

す
。
自
然
豊
か
で
メ
ダ
カ
や
ヤ

ゴ
が
観
察
で
き
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
毎
年
春
に
ペ
ア
の
カ
モ

が
朝
夕
と
や
っ
て
き
て
、
ス
イ

ス
イ
泳
ぐ
姿
や
ヨ
チ
ヨ
チ
と
散

歩
す
る
姿
に
子
ど
も
た
ち
は
大

興
奮
。

　
保
育
方
針
に
「
輝
い
て
共
に

寝
屋
川
な
か
よ
し
保
育

園
は
、京
阪
電
車
寝
屋

川
市
駅
か
ら
西
へ
徒
歩
十
数
分

に
あ
る
定
員
90
人
の
保
育
園
で

す
。
併
設
の
第
２
保
育
園
は
夜

間
保
育
園
で
定
員
45
人
で
す
。

　
乳
児
の
保
育
担
当
制
を
20
年

以
上
前
か
ら
導
入
し
、
長
い
時

間
を
か
け
て
職
員
へ
の
指
導
と

改
善
を
重
ね
、
定
着
さ
せ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
に
園
舎
建
替
え
を

行
い
、
部
屋
の
形
状
や
設
備
の

配
置
を
配
慮
し
、
よ
り
良
い
環

境
へ
と
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
担
当
制
の
充
実
に
は
保
育
士

の
教
育
が
重
要
で
あ
り
、
保
育

方
針
に
あ
る
「
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
」
や
保
育
士
の
あ
る
べ

き
態
度
と
し
て「
丁
寧
な
保
育
」

を
心
が
け
る
よ
う
力
を
入
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　
幼
児
の
保
育
で
は
年
間
３

回
、
１
週
間
ず
つ
異
年
齢
交
流

保
育
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
〜
５
歳
児
か
ら
一
人
ず
つ
で

一
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
い
ま

す
。
担
当
制
に
よ
る
グ
ル
ー
プ

保
育
を
く
り
返
し
経
験
す
る
こ

と
で
、
そ
の
中
で
ス
ム
ー
ズ
に

交
流
が
図
ら
れ
兄
弟
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
長
年
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
取

り
組
み
の
中
で
、
年
中
・
長
児

の
多
く
が
、
異
年
齢
児
と
の
交

流
を
経
験
し
て
お
り
、
自
分
な

り
に
交
流
の
仕
方
を
見
つ
け
、

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
保
育
に
よ
っ
て
育

ま
れ
た
こ
と
を
土
台
に
、
自
立

生
き
る
。
元
気
な
子
ど
も
と
共

に
成
長
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
り

ま
す
。

　
世
代
間
交
流
も
大
切
に
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
隣
接
す
る
老
人

保
健
施
設
の
方
々
と
色
々
な
行

事
に
親
し
み
、
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
の
秋
の
運
動
会
は
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

の
声
援
に
子
ど
も
た
ち
も
大
喜

び
。
皆
さ
ん
褒
め
上
手
で
、
子

ど
も
た
ち
は
自
分
か
ら
交
流
を

求
め
て
い
く
そ
う
で
す
。

　「
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
地

域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
育

て
、
見
守
る
こ
と
が
大
切
。
大

人
も
子
ど
も
も
共
に
認
め
合

い
、
共
に
成
長
し
て
い
く
よ
う

な
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
」
と
、
園
長
の
武
貞
小
百
合

を
促
し
、
集
団
生
活
に
慣
れ
な

が
ら
育
ち
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
異
年
齢
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
運
動
会
の
競
技
が
あ

り
、
保
護
者
に
は
大
変
好
評
で

す
。 

（
編
集
委
員
Ｊ
・
Ｈ
） 

成果あげる乳児の保育担当制
一人ひとり大切に丁寧な保育

季節の花と緑の中でのびのび
共に成長できる環境づくり

異年齢交流保育を楽しむ
集団生活に慣れ育ちを応援

多彩な行事通して世代間交流
病後児保育で地域子育て支援

保育園を
たずねて
450

寝屋川市 寝屋川なかよし保育園・第２寝屋川なかよし保育園

高槻市 深沢ガーデン保育園

先
生
は
話
さ
れ
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、

児
童
福
祉
委
員
を
中
心
に
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
保
護
者

に
提
供
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、病
後
児
保
育

も
開
設
さ
れ
、
病
気
で

不
安
な
子
ど
も
た
ち
を

大
切
に
保
育
さ
れ
て
い

る
の
も
特
徴
の
一
つ
。

　
開
園
し
て
わ
ず
か
で
す
が
、

「
地
域
に
認
め
ら
れ
る
園
と
し

て
、
保
育
者
と
保
護
者
が
協
力

し
、
安
全
な
保
育
を
提
供
し
て

い
き
た
い
」と
、園
長
先
生
が
力

強
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

 

（
編
集
委
員
Ｍ
・
Ｋ
）

保育園の正面玄関

乳児さんの保育室をパチリ

子どもたちが大好きなカモさんたち♪

異年齢児みんなでよ～いドン！
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東
大
阪
市
の
東
部
、
工

場
跡
地
に
住
宅
な
ど

が
で
き
、
子
ど
も
の
増
加
に

よ
っ
て
保
育
所
の
新
設
が
求
め

ら
れ
、
若
宮
・
西
若
宮
保
育
園

に
次
ぐ
三
つ
目
の
保
育
園
と
し

て
、
若
宮
森
の
子
保
育
園
は
平

成
22
年
に
開
設
。
お
寺
の
裏
に

あ
り
、
周
辺
は
住
宅
で
囲
ま
れ

た
閑
静
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
若
宮
保
育
園
の
分
園
と
し
て

建
て
ら
れ
た
棟
と
、
今
回
新
設

さ
れ
た
新
園
舎
の
２
棟
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
園
舎
に
入
っ

た
と
こ
ろ
に
「
合
掌
童
子
像
」

が
あ
り
ま
す
。

　
浄
土
宗
の
僧
侶
で
も
あ
る
杉

森
隆
志
理
事
長
は
、「
い
つ
も

明
る
く
、
正
し
く
、
仲
良
く
」

Ｊ
Ｒ
阪
和
線
和
泉
橋
本

駅
近
く
に
あ
る
貝
塚

南
保
育
園
は
１
９
７
５
年
に
90

人
定
員
で
開
園
、
２
０
０
０
年

よ
り
全
面
改
築
さ
れ
、
現
在
は

１
２
０
人
定
員
で
す
。

　
周
辺
に
は
神
社
仏
閣
、
古
墳
、

田
畑
等
様
々
な
自
然
に
囲
ま
れ
、

虫
探
し
、落
ち
葉・ド
ン
グ
リ
拾
い

な
ど
自
然
に
１
年
中
触
れ
る
事

が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
中

で
の
び
の
び
と
育
っ
て
い
ま
す
。

　「
心
・
や
る
気
・
元
気
が
育
つ

子
ど
も
の
家
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、

０
〜
２
歳
は
楽
し
み
な
が
ら
基

本
的
生
活
習
慣
を
習
得
し
、
３

〜
５
歳
は
遊
び
を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
言
葉
・
文

字
・
数
・
音
楽
・
運
動
な
ど
が

自
然
に
身
に
つ
く
よ
う
総
合
的

な
保
育
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
３
〜
５
歳
児
は
シ
ブ

リ
ン
グ
活
動
（
異
年
齢
保
育
）

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
シ
ブ

リ
ン
グ
に
は
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

（
制
作
遊
び
）、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ

ン
ド
（
自
然
遊
び
）、ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
シ
ア
タ
ー
（
表
現
遊
び
）、

プ
レ
イ
ジ
ム
（
運
動
遊
び
）
の

活
動
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
で

活
動
を
選
ぶ
そ
う
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
遊
び

を
選
ぶ
楽
し
さ
や
異
年
齢
児
と

の
交
流
か
ら
生
ま
れ
る
思
い
や

り
の
気
持
ち
が
育
つ
よ
う
保
育

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し

て
地
域
の
親
子
向
け
の
園
庭
開

放
で
は
、
担
当
者
が
親
子
で
遊

ぶ
企
画
を
立
て
一
緒
に
遊
べ
る

よ
う
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ

を
柱
と
す
る
仏
教
情
操
保
育
を

実
践
。
毎
朝
、
仏
様
に
手
を
合

わ
せ
る
こ
と
か
ら
子
ど
も
た
ち

の
一
日
は
始
ま
り
、
降
園
時
も

「
今
日
も
一
日
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
掌
を
合
わ
せ

て
帰
っ
て
い
き
ま
す
。

　
近
く
に
は
生
駒
山
や
枚
岡
公

園
が
あ
り
、マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
ハ

イ
キ
ン
グ
・
た
け
の
こ
掘
り
・
園

内
で
の
ラ
グ
ビ
ー
大
会
な
ど
、

体
力
づ
く
り
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
専
門

の
講
師
を
招
い
て
キ
ッ
ズ
ビ
ク

の
方
々
へ
知
事
認
定
の
ス
マ
イ

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
が
相
談
業
務
を

行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
地
域
の
人
々
と
ふ
れ
あ
う
機

会
と
し
て
夕
涼
み
会
、
文
化
祭

な
ど
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　「
地
域
に
密
着
し
た
保
育
園
、

笑
い
の
絶
え
な
い
明
る
い
保
育
園

を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
高
田
テ

ル
ミ
理
事
長
は
言
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。 

（
編
集
委
員
Ｎ
・
Ｎ
）

保育園を
たずねて
451

ス
や
リ
ト
ミ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
リ

ン
な
ど
、
音
楽
や
英
語
教
室
に

も
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
遠
足
や
運
動
会
、
お
寺
の
本

堂
で
の
お
泊
ま
り
保
育
な
ど
の

年
間
行
事
は
３
カ
園
合
同
で
開

催
。
各
園
で
独
自
の
取
り
組
み

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
卒
園
前

に
は
滋
賀
の
箱
館
山
へ
雪
遊
び

に
行
っ
た
り
、
卒
園
記
念
参
拝

に
京
都
の
知
恩
院
へ
も
行
か
れ

ま
す
。

　
自
然
や
地
域
の
環
境
を
最
大

限
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
日
々
努
力
さ
れ
て
お
ら

れ
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

 

（
編
集
委
員
Ｋ
・
Ｍ
）

虫探し、落ち葉・ドングリ拾い
自然の中で育つやる気・元気

自然と身につく感謝の心
音楽・英語・体力づくり

楽しみながら基本的生活習慣
子どもが選べるシブリング活動

遠足・運動会・お泊まり保育
３カ園合同の年間行事

貝塚市 貝塚南保育園

東大阪市 若宮森の子保育園

合掌童子像新園舎

保育園の上空写真

異年齢交流で作ったドレス!!
すてきでしょ♪
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保
育
のまど
69

まど

地域とのコミュニケーション
ツールとして活用される活動

に
お
け
る
人
の
育
ち
の
場
」
と

し
て
展
開
し
て
い
る
一
例
で
、

ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。卒

園
後
も
和
の
文
化

を
継
承

　
当
園
は
、
平
成
13
年
の
民
営

化
開
設
時
か
ら
、
太
鼓
、
な
る

こ
、
武
道
の
「
な
ぎ
な
た
」
な

　
三
原
台
保
育
園
は
、
地
域
へ

向
け
た
活
動
の
充
実
を
開
設
時

か
ら
心
が
け
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　
保
育
園
の
立
場
か
ら
「
生
涯

に
わ
た
り
関
わ
っ
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
活
動
」
を
模
索
し
、

実
行
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、

そ
の
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。

　
三
原
台
保
育
園
が
、「
地
域

ど
、
和
の
文
化
を
課
内
活
動
と

し
て
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
活
動

を
通
じ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
礼

儀
や
集
中
力
を
養
い
、
ま
た
身

体
機
能
も
育
ん
で
い
ま
す
。
こ

う
し
た
活
動
の
中
で
感
じ
、
ま

た
考
え
る
こ
と
は
、「
他
の
活

動
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
が
、
卒
園
後
も
継
続
さ

れ
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
？
」
と
い
う
課
題
で

し
た
。

　
そ
こ
で
、
地
域
の
社
会
資
源

を
活
用
し
よ
う
と
、
近
隣
の
小

中
学
校
と
交
渉
を
行
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
条
件
の
も
と
で
も
、
実

施
可
能
な
範
囲
で
連
携
を
図

り
、子
ど
も
た
ち
の
卒
園
後
も
、

継
続
が
可
能
な
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
小
学
校
３
校
の
協
力

を
得
て
、体
育
館
を
お
借
り
し
、

「
地
域
の
健
全
育
成
活
動
」
の

一
環
と
し
て
「
な
ぎ
な
た
」
を

行
い
、
保
育
園
以
外
の
活
動
拠

点
の
一
つ
と
し
て
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
会
場
で
は
、「
な
ぎ
な
た
」

を
通
じ
て
交
流
を
深
め
る
た

め
、
保
育
園
に
直
接
関
係
す
る

方
だ
け
で
な
く
、
広
く
市
内
・

市
外
か
ら
も
、
老
若
男
女
を
問

わ
ず
、
毎
回
多
数
の
ご
参
加
を

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。幅

広
い

保
育
園
の
仕
事

　
園
外
に
も
展
開
す
る
こ
う
し

た
活
動
は
、
認
知
度
は
ま
だ
ま

だ
低
く
、「
保
育
園
が
こ
ん
な

こ
と
ま
で
や
っ
て
く
れ
る
の
で

す
ね
」
と
い
う
声
を
耳
に
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　「
保
育
園
の
仕
事
は
幅
が
広

く
、
こ
う
し
た
活
動
も
そ
の
一

環
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。
何

で
も
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
で
き
る
範
囲
で
頑
張

り
ま
す
」
と
自
信
を
持
っ
て
答

え
ら
れ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
。

中
学
校｢

武
道
」 

科
目

に
つ
な
げ
る

　
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
通
り
、
平

成
24
年
度
か
ら
中
学
校
の
教
育

科
目
に
「
武
道
」
が
導
入
さ
れ
、

話
題
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
当
園
が
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
、
そ
れ
に
も
つ
な
ぐ
こ

と
が
で
き
る
先
駆
的
な
取
り
組

み
で
あ
っ
た
と
振
り
返
り
、
地

域
と
の
関
係
づ
く
り
に
も
よ
り

一
層
の
励
み
と
し
て
注
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
だ
け
を
聞
け
ば
、

「
保
育
園
と
何
の
関
係
が
あ
る

の
か
？
」
と
疑
問
に
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
冒
頭
に

述
べ
た
と
お
り
、保
育
園
が「
地

域
に
お
け
る
人
の
育
ち
の
場
」

を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く

の
か
？
　
と
い
う
視
点
で
見
た

と
き
、「
保
育
園
で
取
り
組
ん

で
い
る
課
内
活
動
の
延
長
で
あ

り
、
活
動
場
所
と
対
象
年
齢
の

幅
が
広
が
っ
た
だ
け
」
と
い
う

こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

他
の
活
動
に
も

連
動
す
る
広
が
り

　
結
果
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
が
起
点
と
な
り
、
そ
の

他
の
活
動
に
も
連
動
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
在
園
児
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
子
育
て

支
援
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
異
年
齢
交
流
や
健

全
育
成
、
生
涯
学
習
、
地
域
交

流
な
ど
の
要
素
が
盛
り
込
ま
れ

た
「
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
」
と
し
て
、
保

育
園
の
「
活
動
」
が
活
用
さ
れ

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
（
人
の

育
ち
）
に
少
し
で
も
関
わ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
、
保
育
園
の
「
活
動
」
に
工

夫
と
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
三
原
台
保
育
園
Ｔ
・
Ｓ
）

現在の課内活動のようす（４歳児）

正座から始まります（３歳児）

高校生との交流

年に２回の交流会

開設当初の５歳児

―三原台保育園（堺市）―

● 保育園がつくるコミュニティ ●
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ブ
ロ
ッ
ク
だ
よ
り

OSAKA

　
七
月
お
中
元
の
準
備
。
こ
の

習
わ
し
は
お
歳
暮
と
並
ん
で
、

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

方
に
感
謝
の
意
を
込
め
て
贈
る
。

モ
ノ
は
先
方
が
気
に
入
り
そ
う

な
モ
ノ
を
選
ん
で
贈
る
。
私
に

は
呑
べ
え
と
見
て
、
飲
料
水
の

類
い
が
多
い
。

　
昨
年
私
の
料
理
好
き

を
知
っ
て
か
、
お
歳
暮

に
真
昆
布
、
お
中
元
に

ど
ん
こ
の
椎
茸
を
頂
い

た
。
久
々
の
椎
茸
昆
布
に
な
っ

た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
な

か
な
か
旨
い
佃
煮
に
な
り
、
そ

の
方
に
お
裾
分
け
を
し
、
大
変

お
褒
め
を
頂
い
た
。

　
頂
い
た
お
返
し
に
困
る
事
も

し
ば
し
で
あ
る
が
、
そ
の
昔
感

動
し
た
事
を
一
つ
、
冬
に
日
本

水
仙
が
沢
山
咲
い
た
の
を
、
手

土
産
代
わ
り
に
持
参
し
た
。
10

日
ば
か
り
後
に
立
派
な
額
縁
に

入
っ
た
水
仙
の
絵
!!
　
な
っ
何

と
粋
な
お
返
し
。
重
谷
洋
壽
先

生
で
あ
る
。
氏
は
絵
画
・
川
柳

を
親
し
み
、
自
宅
に
画
廊
を
造

る
程
の
セ
ミ
プ
ロ
。
私
が
洋
ら

ん
展
に
入
賞
し
た
時
も
、
咲
か

せ
た
以
上
の
花
が
描
か
れ
て
て
、

尋
ね
る
と
写
真
で
は
隠
せ
な
い

モ
ノ
も
、
絵
は
幾
ら
で
も
描
け

る
！
　
そ
の
絵
は
今
も
大
事
に

家
に
掲
げ
て
い
る
。

　
さ
ぁ
も
う
そ
の
内
に
梅
雨
も

明
け
る
、
プ
ー
ル
に
夏
の
行
事

の
準
備
。
紫
外
線
が
良
く
な
い

と
か
で
、
役
所
か
ら
は
何
ら
か

の
遮
光
措
置
を
。
ヨ
シ
ズ
が
一

番
だ
が
、
ダ
イ
オ
ネ
ッ
ト
が
手

軽
だ
。
そ
れ
に
夏
草
の
草
ひ
き
、

虫
さ
さ
れ
対
策
、蚊
取
り
線
香
も
。

　
今
年
は
ウ
ナ
ギ
が
高
騰
す
る

ら
し
い
、
ウ
ナ
ギ
が
高
け
り
ゃ

ア
ナ
ゴ
が
あ
る
。
素
人
に
は
焼

い
た
り
蒸
し
た
り
は
難
し
い
。

反
り
返
っ
て
棒
状
に
な
る
。
ア

ナ
ゴ
専
門
店
の
仕
事
場
を
覗
い

た
、
蒸
し
ア
ナ
ゴ
が
平
た
く
な

る
様
に
仕
掛
が
。

　
夏
野
菜
の
シ
ー
ズ
ン
、
漬
物

が
口
あ
た
り
が
よ
ろ
し
い
。
糠

床
は
暑
さ
に
弱
い
か
ら
、
冷
蔵

庫
に
出
し
入
れ
し
な
が
ら
漬

け
る
。
今
年
は
キ
ュ
ウ

リ
が
豊
作
、
水
な
す
も

そ
の
内
に
泉
南
か
ら
届

く
や
ろ
。
お
返
し
に
は
、

冬
に
漬
け
た
こ
う
こ
の

大
名
煮
。
お
茶
漬
け
が
た
ま
ら

ん
な
。

　
川
崎
会
に
伝
説
に
な
り
つ
つ

あ
る
牛
ス
ジ
カ
レ
ー
を
！
　
リ

ク
エ
ス
ト
が
有
り
牛
タ
ン
も
入

れ
て
。
ん
!!
　
米
が
足
り
ん

か
っ
た
！ 

（
Ｈ
・
Ｎ
）

先
方
が
気
に
入
り
そ
う
な
お
中
元

も
う
す
ぐ
梅
雨
明
け
、夏
行
事

北
大
阪

河
　
内

育
て
る
食
育
」
と
題
し
て
講

演
。
真
面
目
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
通

り
の
子
育
て
を
し
よ
う
と
一
生

懸
命
な
母
親
が
増
え
る
中
、
緊

張
度
の
高
い
食
卓
が
「
食
べ
る

こ
と
が
イ
ヤ
、
つ
ら
い
！
」
と

い
う
子
ど
も
た
ち
を
増
や
し
て

い
る
。
料
理
＝
「
体
感
食
育
」

で
、
子
ど
も
た
ち
は
本
物
の
体

験
を
し
、
生
き
る
土
台
の
判
断

力
と
段
取
り
を
組
む
力
を
身
に

つ
け
る
。
自
分
の
食
べ
る
物
を

自
分
で
作
れ
た
自
信
は
自
尊
感

情
を
育
む
。
自
尊
感
情
を
育
て

る
た
め
に
「
最
少
投
資
で
最
大

効
果
」
の
あ
る
の
が
食
育
│
と

心
に
捉
え
た
制
度
に
す
べ
く
、

私
た
ち
の
願
い
を
一
つ
に
し

て
、
子
ど
も
子
育
て
会
議
へ
の

意
見
発
信
を
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
坂
本
寛
子
先

生
（
サ
カ
モ
ト
キ
ッ
チ
ン
ス
タ

ジ
オ
主
宰
）
が
「
生
き
る
力
を

　
６
月
14
日
、
八
尾
商
工
会
議

所
に
島
田
妙
子
さ
ん
（
㈱
イ
ー

ジ
ェ
ッ
ト
代
表
取
締
役
）
を
講

師
に
招
き
、
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
島
田
さ
ん
は
、虐
待
を
さ
れ
る

子
ど
も
も
虐
待
を
す
る
大
人
の

心
も
救
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
講

演
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
島
田
さ
ん
は
幼
少
期
、
継
母

と
実
父
に
よ
る
虐
待
を
受
け
、

結
婚
後
も
自
閉
症
の
息
子
、
義

最
少
投
資
で

最
大
効
果
の
食
育

 

― 

北
大
阪
ブ
ロ
ッ
ク
総
会

虐
待
を

な
く
す
に
は
　

 

― 

八
尾
私
立
保
育
士
会
研
修

　
６
月
４
日
、
ホ
テ
ル
モ
ン
ト

レ 

ラ
・
ス
ー
ル
大
阪
に
て
平
成

24
年
度
北
大
阪
ブ
ロ
ッ
ク
総
会

が
開
催
さ
れ
、
１
２
１
園
か
ら

約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
東
口
房
正
会
長
が
、
事
業
計

画
に
関
連
し
て
挨
拶
し
、
保
育

の
新
シ
ス
テ
ム
を
子
育
ち
を
中

の
指
摘
が
印
象
的
で
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
坂
本
先
生
も
交

え
、大
阪
の
街
並
み
を
一
望
で
き

る
会
場
で
、
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
懇
親
を
深
め
ま
し

た
。 

（
天
の
川
保
育
園
Ｍ
・
Ｋ
）

父
の
介
護
の
体
験
な
ど
、
自
身

の
人
生
を
話
さ
れ
た
後
、「
子
ど

も
を
救
う
だ
け
で
な
く
、
虐
待

を
な
く
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
？
」「
ま
っ
す
ぐ
に
生
き

て
い
れ
ば
何
事
も
乗
り
越
え
ら

れ
る
」
な
ど
熱
く
語
ら
れ
ま
し

た
。

　
島
田
さ
ん
の
壮
絶
な
実
体
験

を
聞
い
た
参
加
者
の
中
に
は
、

涙
を
流
し
て
真
剣
に
聞
き
入
る

人
も
い
ま
し
た
。

　
保
育
園
に
お
い
て
は
、
虐
待

や
子
ど
も
た
ち
の
日
常
の
変
化

を
察
す
る
こ
と
は
、園
児
と
日
々

関
わ
る
保
育
士
こ
そ
が
で
き

る
、ま
た
そ
の
役
割
が
あ
る
こ
と

を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　
保
護
者
の「
心
の
悩
み
」を
聞

き
、子
育
て
を
手
伝
い
、悩
み
を

共
有
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。行
政
か
ら
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
、有
意
義
な
研
修
会
で
し

た
。 

（
若
竹
保
育
園
Ａ
・
Ｍ
）

坂本 寛子氏

島田 妙子氏 坂本先生（右から2番目）を交えた懇親会

真剣に聞き入る参加者

熱心に聞き入る参加者


